
　子育て世帯の交流を深め、地域全体で子育てを応援する機運を高めるため、
MIRAI 子育て応援事業『いまりっこフェスティバル』を開催します。

● 日　時　　３月８日（日）　午前10時から午後３時30分まで
● 会　場　　東山代複合施設（コミュニティセンター・小学校）
● 入場料　　無料
● イベント内容
◆�いまりっこ広場（屋内外あそび場）
　屋内あそび場は、子育て世帯が家族で一緒に楽しめるワークショップやイベントを開催します。
　屋外あそび場は『ふわふわドーム（エアー遊具）』がやってきます。

◆�それいけ！アンパンマン ショー
▷午前の部　午前10時 30分開演（午前10時開場）
▷午後の部　午後１時30分開演（午後１時開場）
　それいけ！アンパンマン ショーの観覧は、応募が必要で、募集期間は、
　１月13日（火）から31日（土）までです。
　大人１人につき子ども２人まで入場できます。
　内容などの詳細は、１月６日（火）以降に、市ホームページで確認してください。

◆�はたらくのりもの広場
　救急車、パトカー、元気バスなど、まちで活躍している『はたらくのりもの』を間近で見ることができます。

◆�ダンス公演
▷午前の部　午前11時 15分開演（予定）
▷午後の部　午後　２時15分開演（予定）
　キッズダンサーなどが、全力のダンスパフォーマンスを披露します。

◆�屋台・飲食コーナー
　屋台・キッチンカーなどが出店します。
● 駐車場
　次の地図を確認してください。

インフォメーションi

● 問合先　子育て支援課保育係（　 ☎ 23 ｰ 2174）

MIRAI 子育て応援事業
『いまりっこフェスティバル』を開催します

❶ 旧東山代コミュニティセンター 跡地

　　（会場まで徒歩で約 30 ｍ）

❷ ㈱佐賀銀行楠久出張所 隣接地

　　（会場まで徒歩で約 220 ｍ）

❸ 伊万里セロリー㈱ 駐車場

　　（会場まで徒歩で約 270 ｍ）

❹ 東山代運動広場 駐車場

　　（会場まで徒歩で約 450 ｍ）

※�里交差点からは道路幅がせまく通行が難
しいため、長浜工業団地入口交差点から
進入してください。

❺ 尊光寺 駐車場

　　（会場まで徒歩で約 200 ｍ）

会場
1

2
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4

5

MR 里駅

里

東山代町天神

長浜工業団地入口

JA 西部支所

ヤマダデンキ

㈱ SUMCO

㈱佐賀銀行
楠久出張所

20
4

尊
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↑『ふわふわドーム』
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１．人件費                                                      （令和６年度普通会計決算額）
住民基本台帳人口
Ｒ 7.3.31現在 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
５年度の
人件費率

人 千円 千円 千円 ％ ％
51,298 36,153,575 728,009 4,300,746 11.9 12.0

● 人件費は、特別職の職員（市長や市議会
議員、各種委員など）、会計年度任用職員
の給与（給料および手当）や報酬を含み
ます。

● 普通会計とは、地方財政の統計上、統一
的に用いられる会計区分のことです。

４．職員の初任給（給料）
 （令和７年４月１日）

区　分 伊万里市 国

一般行政職
大学卒

円 円
234,400 232,000

高校卒 202,300 200,300

技能労務職 高校卒 197,800 198,200

５．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額
（令和７年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒

円 円 円
267,256 304,525 360,300

高校卒 255,200 291,325 349,244

技能労務職 高校卒 242,600 267,300 282,300

２．職員給与費                                                     （令和６年度普通会計決算額）

職員数
（Ａ）

職　員　給　与　費 １人当たり
平均給与額
（Ｂ）／（Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人 千円 千円 千円 千円 千円
404 1,530,256 279,631 612,320 2,422,207 5,995

● 職員数は、一般職の職員（特別職・会
計年度任用職員以外）の人数です。

● 職員手当は、退職手当を除いた額です。

６．職員手当
①期末・勤勉手当

（令和７年４月１日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当

市

6月期
月分 月分

1.250 1.050

12月期 1.250 1.050

合  計 2.500 2.100

国

6月期 1.250 1.050

12月期 1.250 1.050

合  計 2.500 2.100

● 職制上の段階や職務の級などによ
る加算措置があります。

　市職員の給与は、地方公務員法に基づき、国家公務員やほかの地
方公共団体の職員給与との均衡などを考慮して条例で定めています。
市職員給与の現状と人事行政運営などの状況をお知らせします。

●問合先　総務課職員係（　 ☎ 23 ｰ 2127）

③時間外勤務手当

区　分 支給総額 職員１人当たり
の平均支給月額

令和５年度
円 円

163,404,759 33,540

令和６年度 152,552,109 31,468

７．特別職の報酬                                   （令和７年４月１日現在）

区　分 給　料 報　酬
期末手当

6月期 12月期 合 計

市　長
円 円 月分 月分 月分

946,000

1.725 1.725 3.45

副市長 755,000

議　長 494,000

副議長 442,000

議　員 413,000

伊万里市職員給与の現状

②退職手当
（令和７年４月１日現在）

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
定年前
早期退職
特別措置

1人あたり
平均支給額
（令和６年度）

自己
都合

市
月分 月分 月分 月分 % 千円

19.6695 28.0395 39.7575 47.709
2〜 20 —

国 2〜 45 —

勧奨・
定年

市
24.586875 33.27075 47.709 47.709

2〜 20 17,488

国 2〜 45 —

３．職員の平均給料月額と平均年齢
（令和７年４月１日現在）

区　分
伊万里市（平均） 国（平均）

給料月額 年齢 給料月額 年齢

一般行政職
円 歳 円 歳

396,412 44.4 414,480 41.9

技能労務職 404,275 53.6 337,907 51.3

● 一般行政職とは、一般職のうち、税務職や福祉職、
保健職、教育職、企業職を除く職員のことです。

● 国の数値は『国家公務員給与等実態調査』（人事院）
によるものです。
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１．職員の競争試験                                          （令和６年度）

区　分 申込者数 受験者数
（Ａ）

最終合格
者数（Ｂ）

競争率
（Ａ）／（Ｂ）

一般事務
人 人 人 倍

127 104 6 17.33

社会福祉士 2 1 0 —

文化財担当職 1 1 1 1.0

土　木 15 12 1 12.0

保健師 11 9 3 3.0

司　書 28 22 0 —

● 最終合格者11人のうち文化財担当職１人は、令和６年10月１日付
　けで採用しました。文化財担当職以外の10人は、令和７年４月１日
　付けで採用しました。

２．職員の任免（異動、採用、退職など）
①異動者数                                       （令和６年度）

区　分 男 性 女 性 合 計

部 長 級
昇　任

人 人 人
5 0 5

その他 5 0 5

課 長 級
昇　任 3 1 4

その他 7 0 7

副課長級
昇　任 5 3 8

その他 9 5 14

係 長 級
昇　任 11 9 20

その他 20 23 43

一般職級
昇　任 — — —

その他 36 18 54

合　計
昇　任 24 13 37

その他 77 46 123

②採用者数          （令和６年度）
区　分 男性 女性 合計

一般事務
人 人 人
5 1 6

文化財担当職 1 0 1
土　木 1 0 1
保健師 0 3 3
合　計 7 4 11

③退職者数          （令和６年度）
区　分 男性 女性 合計

定年退職 人 人 人
1 1 2

勧奨退職 1 1 2

普通退職 3 4 7

死亡退職 1 0 1

任期満了 1 0 1

合　計 7 6 13

人事行政運営などの状況

３．職員の時間外勤務、休暇など
①時間外勤務・休日勤務                            （令和６年度）

総時間数 職員１人当たりの
勤務平均時間数

時間 時間
67,975 160.3

③育児休業                                                 （令和６年度）
区　分 男　性 女　性 合　計

承認件数 件 件 件
6 7 13

期間延長の承認件数 2 3 5
期間短縮の承認件数 0 0 0

４．職員の分限・懲戒処分
①分限処分                                                （令和６年度）

区　分 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くない場合 人 人 人 人 人
0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 5 0 5
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0
合　計 0 0 5 0 5

②懲戒処分　該当なし（令和６年度）

５．職員の研修および人事評価
①研修                                                        （令和６年度）

内　容 件数

階層別研修 新規採用職員、新任係長、新任課長、
監督者など

人
74

実務研修 税務、公会計、財務、行政法、契約
など 71

課題研修 人事評価制度基本研修、民間企業体
験研修など 522

派遣研修 自治大学校、県派遣研修など 34

接遇研修 組織接遇力研修、新採職員接遇実践
研修 42

同和問題研修 職員同和問題研修、同和問題地区別
研修など 851

その他研修 市町村行政講演会、交通安全講習会
など 759

合　計 2,353

６．職員の福利厚生（令和６年度）
　　地方公務員法第42条の規定に基づき、職員の保健
および福利厚生の増進を目的として、伊万里市職員
共済会が設置されています。

　▷市職員共済会に対する公費負担額　2,240,000円
②人事評価（令和６年度）
　（回数）１回 ／ （時期）１月 ／（対象者）487人

８．退職者の再就職                                          （令和６年度末退職者）
退職時の
役職

市再任用職員 公益法人など 民間企業 合　計

男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性

部 長 級 人 人 人 人 人 人 人 人
0 0 0 0 0 0 0 0

課 長 級 0 0 0 0 0 0 0 0
副課長級 1 0 0 0 0 0 1 0
係 長 級 0 2 0 0 0 0 0 2
一般職級 0 0 0 0 1 0 1 0
合　計 1 2 0 0 1 0 2 2

７．職員の勤務条件に関する措置要
　  求、不利益処分に関する審査請
　  求などの利益の保護
      （令和６年度）

①勤務条件に関する措置の要求
　該当なし
②不利益処分に関する審査請求
　該当なし

②年次有給休暇の取得                                   （令和６年）
総付与日数
（Ａ）

総取得日数
（Ｂ）

対象職員数
（Ｃ）

平均取得日数
（Ｂ）／（Ｃ）

取得率
（Ｂ）／（Ａ）

日 日 人 日 ％
16,368 5,167 453 11.40 31.5
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● 問合先　福祉課福祉総務係（　 ☎ 23 ｰ 2120）

市村・市山
大川内山・正力坊
吉田・福野
平　尾

福田・浦潟
干潟
大黒川・奥野
塩　屋
小黒川・浦分
黒塩・椿原
清水・横野
立目・牟田
花房・畑川内
長尾・真手野
名村団地

木　場
筒井・井野尾
田代・板木
津留主屋・中山
畑津・内野
煤屋・馬蛤潟
辻
浦
浦

武 富 清
小 松 茂
長 野 陽 子
松 本 年 生
石 橋 孝 子
松 尾　 健
福 田 展 子
本 山 雄 一
齋 藤 和 子
高 田 保 文
磯口 喜男

東 嶋 康 治
川添美知子
舩 元 順 子
原 眞 弓
杉 山 ユ リ
岡 島 節 子
岡 部 栄 子
緒 方 康 俊
清 水 正 彰
高森美和子
山 口 憲 子
木 下 貴 子

下 平 秀 丸

　民生委員・児童委員の任期が満了したことに伴う一斉改選が、12月１日に行われ、再任を含んだ新しい

民生委員・児童委員が決まりました。任期は、12月１日から令和10年 11月 30日までの３年間です。

民生委員・児童委員です

◆民生委員・児童委員とは
　�地域住民の立場に立って、地域の福祉を担うボラン

ティアをする人たちのことです
　民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣か
　ら委嘱された非常勤の地方公務員で、児童福祉法に
　定める『児童委員』も兼ねています。地域住民から
　選ばれ、ボランティアとして活動しています。

◆民生委員・児童委員は　
　地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門　
機関へのつなぎ役です
　担当地区で、高齢者や障がいのある人、介護や育児

　の悩みがある人など、地域の皆さんが困ったときに
　相談を受け、内容に応じて福祉サービスや専門機関
　など、必要な支援へのつなぎ役になります。

◆主任児童委員は
　�子どもや子育てに関する支援を専門に担当する民生

委員・児童委員で、地域を見守り、地域住民の身近
な相談相手、専門機関へのつなぎ役です
　地区を担当する民生委員・児童委員や、児童福祉関
　係機関・教育機関と連携し、子どもたちが健やかに
　成長するための活動をしています。

東新町・朝日町
幸善町
仲町
本町一〜四丁目
搦町・上土井町
下土井町・蓮池町
浜町・今町
元町・立町
上黒尾町
相生町・船屋町
松　島
下松島
脇田（東）
脇田（西）
上ノ山
平山・岩立
木須東
弁天町
木須西
本瀬戸・中通
早里・漁港・釘島

上古賀・下古賀
みどりが丘
六仙寺

山 下 保 照

三ツ溝久美子

山 﨑 久 行
岩﨑しのぶ
栗 副 好 行

田崎健次郎
中 原 寿 子
林田久美子
井 手 正 巳
岩永菜穂美
久 保 義 宣
道 山 和 美
前 山 泰 子
西 田 敦 子
石 部 照 子
田 代 敏 彦
山 口 義 正

山﨑万里子
田 中 義 一

祗園町・柳井町
白　野
あさひが丘
永山・屋敷野
東円蔵寺
東円蔵寺
西円蔵寺
西円蔵寺
栄　町
栄　町
つつじケ丘

南ケ丘
南ケ丘
富士町
渚
立花台一丁目
立花台二丁目
立花台三丁目
立花台三丁目
立花台四丁目
新天町1・3区
新天町２区
中井樋

岩谷・小石原

前 川 善 治

大久保久美子
前 田 妙 子
原 喜 代 子

兼 武 博 子
草場政治郎
山 口 仁 美
杉山眞己子
藤 川 恵 子

川 上 光 子
杉 山 光 正
山 口 眞 澄
中 島 雄

長谷川なおみ
古 川 広 美

畑 山 義 人
金 子 美 俊
田 中 健 一
栗 原 均
松 本 昭 德
塚 本 文 枝

伊万里西地区
担当地区 氏　名

大坪地区

立花地区

黒川地区

波多津地区

担当地区 氏　名担当地区 氏　名

あなたのまちの

インフォメーションi

大川内地区
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本 山　 繁

力 武 和 子

米 岡 省 子

浦 川 嘉 子

德 久 隆 一

本山千代美

木 寺 明 美

松 尾 信 二

黒 川 吉 充

中 野 大 成

市 川 博 文

力 武 一 巳

久 地 浦 晃

原 久 美 子

山 口 千 明

川 原 晶 子

西 田 武 利

吉 武 留 己

寺 澤　 元

岩 永 啓 子

杉 本 初 美

松本すみえ

小 川 敏

中 島 元 昭

石 井 初 子

吉武龍一郎

牟田美都子

石 橋 蔦 枝

出 雲 孝 志

山 本 和 良

中村千代子

中嶋八重

金 子 政 良

山 崎 良 子

川久保好子

松 本 誠 至

前 田 千 鶴

樋 口 繁 義

岡 本 是 久

山 下 正 人

矢 根 清

松 尾 孝 幸

木 下 洋

浦 方 寿 朗

畠 山 豊

北 野　 薫

小 林 幸 子

野 充 宏

平 山 千 鶴

中 島 重 人

滝 本 尚 美

平 田 詩 子

鶴 田 俊 朗

本 田 豊 太

平 山　 修

前田久美子

池 田 正 幸

原口由紀子

大 﨑 正 之

松 尾 義 治

古 賀 綾 子

吉 村 直

久保田晴美

山口喜美子

野 村 藤 男

佐 藤 孝 寿

池 田 律 子

西岡須美子

前 田 崇 臣

前 田 博 子

池 田 ま み

古川・笠椎

大川原

小麦原・府招下

府招上

原屋敷

井手野

高瀬・大曲・開拓

水留・古里

谷口・重橋

宿

川西・相の谷

駒　鳴

立　川

立　川

片　竹

戸石川

山　口

井手口

東田代

長　野

川　原

東分・上原

下　分

下分・下平

梅岩・岳坂・村分

藤川内

久良木・宿分

上　分

中通・金石原

東八谷搦

東八谷搦

西八谷搦

川　東

川　東

川　東

川　東

大　里

大　里

福母・内の馬場

金　武

作井手・古子・吉野

中田・川内

里

里

長　浜

長　浜

日　尾

天神・脇野

浦川内・東大久保

下大久保

上大久保

下分・滝川内

辻の堂

川内野・日南郷

福　住

国　見

福　和

楠久津

楠久津

楠　久

楠　久

楠　久

福川内

城・峰

鳴　石

久原一区

久原一区

久原二区

久原二区

久原三区

浦之崎

川　南

立　岩

西分・西大久保

向　山

野々頭・東分

伊万里西

伊万里西

大　坪

大　坪

立　花

立　花

大川内

黒　川

黒　川

南波多

南波多

大　川

大　川

松　浦

松　浦

二　里

二　里

東山代

東山代

山　代

山　代

前 田　 稔

川 口 正 幸

田 島 和 彦

久重路隆宏

黒 川 敦 子

久 由 子

松 本 晴 子

松 永 真 理

山 田 和 子

鶴田未稀子

金 子 恵 子

小 旗 優 子

池 田 豊 子

井手みどり

熊川由美子

田 﨑 由 美

池 田　 惠

古川由美子

原 口 綾 子

大宅千世子

力 武 由 美

松 尾 正 司

多久島公子

松 永 理 希

小柳美智子

南波多地区

大川地区

松浦地区

二里地区

東山代地区

山代地区

　民生委員・児童委員の連絡
先が必要な場合は、福祉課福
祉 総 務 係（ ☎ 23 ｰ 2120）
に問い合わせてください。

主任児童委員

　介護や子育てなど、生活
上の困りごとを気軽に相談
してください。
　なお、相談内容などの秘
密は守られます。

インフォメーションi

担当地区 氏　名担当地区 氏　名担当地区 氏　名
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11
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
・
Ｍ

Ｒ
松
浦
鉄
道
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
、
伊
万
里
駅
前
公
園
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
駅
の
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

り
、
子
ど
も
た
ち
に
筑
肥
線
と
松

浦
鉄
道
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
開
催
さ
れ
て
い
て
、
今
回
は

２
０
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
市
長
賞

▽
小
学
生
低
学
年
の
部

　
大
坪 

晃
明
さ
ん
（
大
坪
小
１
年
）

▽
小
学
生
中
学
年
の
部

　
野
村 

紀
帆
さ
ん
（
大
坪
小
３
年
）

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

　
河
野 

心
さ
ん
（
山
代
東
小
５
年
）

▽
中
学
生
の
部

　
島
田 

七
海
さ
ん（
東
陵
学
園
９
年
）

◆
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
賞

　
松
本 

直
也
さ
ん
（
立
花
小
２
年
）

◆
Ｍ
Ｒ
賞

　
津
上 

碧
海
さ
ん
（
大
坪
小
３
年
）

Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
・
Ｍ
Ｒ
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

↑�表彰式に参加した受賞者の
皆さん（前列）

インフォメーションi

ど
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
個

人
や
団
体
（
18
個
人
・
１
団
体
）

の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
学
校
教
育
】

　
松
野 

博
文
さ
ん

　
坂
本 

和
人
さ
ん

　
羽
田
野 

修
さ
ん

　
加
藤 

吾
郎
さ
ん

　
松
本 

繁
さ
ん

　
古
川 

泰
寛
さ
ん

【
文
化
・
芸
術
】

　
堀
田 

裕
斗
さ
ん

　
松
尾 

光
孝
さ
ん

【
社
会
教
育
】

　
図
書
館
フ
レ
ン
ズ

　
い
ま
り

【
ス
ポ
ー
ツ
】

　
中
嶌 

徠
稀
さ
ん

　
通
谷 

結
太
さ
ん

　
通
谷 

律
さ
ん

↑教育委員会表彰受賞者の皆さん

　
藤
森 

駿
介
さ
ん

　
金
子 

夏
惟
陸
さ
ん

　
宮
地 

節
生
さ
ん

　
梅
崎 

か
お
り
さ
ん

　
友
永 

真
由
子
さ
ん

　
大
川
内 

和
也
さ
ん

　
山
下 

翔
玄
さ
ん

【
産
業
・
建
設
関
係
】

　
金
﨑 

洋
典
さ
ん

　
黒
木 

祐
一
郎
さ
ん

【
社
会
福
祉
関
係
】

　
坂
井 

邦
男
さ
ん

　
満
江 

洋
介
さ
ん

【
そ
の
他
市
政
に
対
し
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
者
】

　
山
本 

一
郎
さ
ん

　
岩
永 

和
利
さ
ん

　
松
尾 

高
明
さ
ん

　
小
林 

鎭
行
さ
ん

　
円
田 

洋
子
さ
ん

　
染
谷 

孝
さ
ん

【
多
額
の
金
品
寄
付
者
】

　
株
式
会
社
名
村
造
船
所

　（
代
表
取
締
役
社
長
　
名
村 

建
介
さ
ん
）

↑市政功労者・善行者表彰受賞者の皆さん

市
政
功
労
者
等
表
彰
式

教
育
委
員
会
表
彰
式

　
市
政
功
労
者

　
善
行
者

　
教
育
委
員
会
表
彰

　
11
月
24
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

『
令
和
７
年
度 
伊
万
里
市
市
政
功
労

者
等
表
彰
式
・
伊
万
里
市
教
育
委

員
会
表
彰
式
』
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
市
の
発
展
に
寄
与
し
た
市
政
功

労
者
（
10
個
人
）
と
、
市
民
の
模

範
と
な
る
善
行
者
（
１
団
体
）、
教

育
や
学
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な

142026.1 広報いまり



パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料　『伊万里市新型インフルエンザ等対策行動計画（案）』

◆意見募集期間　１月５日（月）〜28日（水）必着

◆案の公表場所・入手先　⑴�健康づくり課、市民情報コーナー、各コミュニティセンター、市民図書館
　　　　　　　　　　　　⑵市ホームページ　https://www.city.imari.lg.jp

◆意見の提出方法　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、次のいずれかの方法で提出してください。
　①パブリックコメント提出フォーム（市ホームページ）　②メール　kenkouzukuri@city.imari.lg.jp　
　③郵　便　〒848-8501伊万里市立花町1355番地１ 伊万里市役所 健康づくり課　
　④直接提出　案の公表場所・入手先⑴のいずれか　⑤ファックス番号　22 ｰ 3970　
◆問合先　健康づくり課健康推進係（　 ☎ 22-3916）

パブリックコメント（市民意見提出手続制度）の募集について

　市は、新型インフルエンザなどによる感染症危機が発生した場合に、市民の生命と健康を保護し、市民生活や市民経

済におよぼす影響を最小にすることを目的に、平成 26年に策定した『伊万里市新型インフルエンザ等対策行動計画』

に基づき、有事に備えた取り組みを推進しています。

　今回は、新型コロナウイルス感染症への対応の経験を踏まえ、新型インフルエンザや新型コロナウイルス感染症以外

も含めた幅広い感染症による危機に対応ができるよう、計画を改定するために意見を募集するものです。皆さんの意見

を寄せてください。

火災予防条例の一部改正について

　令和７年２月に岩手県大船渡市で発生した、大規模な林野火災を踏まえ、同様の林野火災の予防を目的として、火災予

防条例に林野火災の予防に関する事項が追加されます。この追加事項の施行は、１月１日からです。

● 問合先　伊万里消防署消防３課（　  ☎ 23 ｰ 2118）

主な改正内容
● 『林野火災注意報』の新設

　空気が乾燥したり、雨が長く降らなかったりして、山火事が起こりやすい状態になった場合に『林

　野火災注意報』を発令します。注意報が発せられた場合は、注意報が解除されるまでの間、屋外

　での火の使用を控え、バーベキューや、たき火は延期を検討しましょう（努力義務）。

● 『林野火災警報』の新設

　空気の乾燥が続いたり、強風が吹いたりして、山火事が発生する危険が高まった場合に『林野火災警報』を発令します。

【林野火災警報発令中における火の使用制限】

　警報が発令されているときは、火入れや野焼き、屋外でのたき火などは禁止です。また、バーベキューなど火

　を扱う行為にも制限がかかります。

■ 受付期限　１月21日（水）
　申し込みは、土・日曜日、祝日を除く、午前８時 30
　�分から午後５時 15分までで、郵送の場合は、１月

21日の消印があるものまで有効です。
■ １次試験
●試験日　１月30日（金）
●試験会場　伊万里有田共立病院（有田町）
●試験内容　適性検査、作文試験、面接試験

●採用試験区分・採用予定人数　臨床検査技師　１人
■ 受験資格
●年齢制限　平成３年４月２日以降に生まれた人
　そのほかの受験資格など、詳しくは、

　ホームページで　確認してください。→
■ 申込・問合先
　〒849-4193　西松浦郡有田町二ノ瀬甲860番地

　伊万里有田共立病院（☎ 46-2121）

伊万里有田共立病院の職員を募集します

インフォメーションi

↑提出フォームは
　こちらから
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不妊検査・不妊治療の補助金申請はお早めに

　『伊万里市不妊治療等エンゼルサポート事業』は、令和７年４月から、新たに不妊症の診断・治療のために必要な不妊検

査にかかる費用を補助対象に追加して運用しています。

◆対　象
●市内に住民登録があり、引き続き１年以上居住している夫婦
●市税・国民健康保険税・介護保険料の滞納がない人

◆補助対象・補助額　次の表のとおり

◆申請期限
●令和７年度に検査や治療を開始し、同年度内に終了した人は、令和７年度内（令和８年３月 31 日まで）
●令和７年度に検査や治療を開始し、令和８年度に終了した人は、令和８年度内（令和９年 3 月 31 日まで）
●令和６年度に治療を開始し、同年度内に終了した人は、治療終了日から 1 年以内
●令和６年度に治療を開始し、令和7年度に終了した人は、令和７年度内（令和８年３月 31 日まで）

◆留意事項
●医療保険の適用の有無は問いませんが『先進医療』『不育症治療』は対象外です。
●令和６年度の申請用紙は、こども家庭センターに問い合わせください。
● 申請期限は、令和７年度から『治療終了日から 1 年以内』ではなく『治療や検査が終了した年度内』としています。

◆申請方法　市のホームページで確認するか、問合先に連絡してください。

● 問合先　こども家庭センター母子保健係（　  ☎ 23 ｰ 2126）

　子どもの医療費助成は、令和８年４月診療分から高校生年代の医療費の助成方法（県内医療機関など）が、市の窓口に

申請が必要な『償還払い』から、医療機関で完結する『現物給付』に変更されます。

　これに伴い、子どもの医療費受給資格証（以下『資格証』）を交付しますので、次に当てはまる人は、資格登録申請が必要です。

　なお、登録が必要な人には、案内を送付しますので、期限までに申請してください。

　併せて、高校生年代の通院に係る費用の一部と調剤の費用が、令和７年４月診療分から助成対象となっています。償還

払いの手続きが済んでいない人は、受診した日の翌月から１年以内に申請してください。

◆申請が必要な人
● 高校２年生年代（平成 20 年４月２日から平成 21 年４月１日まで生まれ）の人で資格登録がない人
　ただし、高校生年代になって償還払いの手続きをしている場合は、資格登録があります。

　なお、高校３年生年代は、令和８年４月診療分からは対象外となり、また、高校１年生年代は、資格登録を延長してい

　るため、申請をする必要はありません。

◆資格登録申請に必要なもの
● 子どもの健康保険の資格情報が確認できるもの（マイナ保険証や資格確認書など）
● 保護者と子どものマイナンバーが分かるもの
　マイナ保険証で資格情報を提示する場合は、携帯電話にマイナポータルのアプリをダウンロードし、ＰＤＦで出力して

　持参するか、画面上で見ることができるかを事前に確認してください。なお、健康保険証は使用できません。

◆受付期間　１月９日（金）〜２月 13 日（金）
　期限を過ぎると、３月下旬頃に予定している、資格証の一括発送に間に合わない場合があります。

◆受付時間　午前８時30分～午後５時15分（土、日、祝日は除きます）

高校２年生年代の子どもの医療費助成制度の資格登録申請が必要です

● 問合先　子育て支援課子育て支援係（　  ☎ 23 ｰ 2310）

補助対象 補助額（夫婦１組につき）

７年度

令和７年４月１日以降に開始した不妊症の診断・治

療のための検査・不妊治療（タイミング療法、薬物

療法を追加）
【検査】夫婦１組に対して上限２万円

【治療】夫婦１組に対して上限３万円

受診証明書に要した費用（対象に追加）

６年度
令和７年３月31日以前に開始した不妊治療（人工

授精、体外受精、顕微授精、男性不妊治療）
【治療】夫婦１組に対して上限３万円

インフォメーションi
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↑女性

会　場
（コミュニティセンター） 区分 開催日時 電話番号

東山代
講習会 ２月 12 日（木）

28-0001
相談会 ２月 13 日（金）

● 時　間
▷�講習会　午前９時30分〜午後０時30分

▷�相談会　午前９時30分〜午前11時 30分

● 場　　所	 各コミュニティセンター
● 応募方法	 各会場に電話
● �応募期限	 各会場の開催日の１週間前
● �講　　師　	ＮＰＯ法人シニアネット佐賀

● 問合先　情報政策課デジタル化推進係（　 ☎ 23 ｰ 4313）

　スマホアドバイザーが講師を務め、スマートフォンの購入を検討している人を対象にした講座を開催します。ス

マートフォンは貸し出しますので、実際にスマホ体験をしてみませんか。なお、既にスマートフォンを持っている

人も受講することができます。また、人数が一定以上集まらない場合は、中止する場合があります。

● 日　時　　１月30日（金）
　　　　　　午前10時 30分〜午後０時40分
● 場　所　　市民センター 情報化教室
● 応募方法　電話

● 応募期限　１月23日（金）
● �講座内容	 お出かけ編、ＬＩＮＥ編
● 受講料　	 無料
● 募集人数	 20 人（先着順）

スマホ講習会・相談会
　カメラ機能や LINE などスマートフォンの使い方を学ぶ講習会と、疑問を気軽に相談できる相談会を、各コミュニ

ティセンターで開催します。市民であれば、どの会場でも参加できます。

初めて触るスマホ体験講座

スマートフォン講座を開催します

● 受 講 料 	 　　無料

● 募集人数	 　　各会場15人（先着順）
● 持ってくる物　スマートフォン

● 問合先　地域づくり課地域支援係（☎ 23 ｰ 2114）

コミュニティ助成事業を活用しました

　山代町楠久津区が、一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し『親

睦と融和の住みよい地域』づくりを図るため、老朽化した放送設備を更新し、再整備しました。

　コミュニティ助成事業は、宝くじの収入を財源とする社会貢献広報事業で、住民の自

主的な活動の推進を図るものです。

　今回の整備で、地域住民の安全確保と地域活動などの情報が、区の全

域にスムーズに伝達されることで、地域のコミュニティ活動が促進され

ることが期待されます。

● 問合先　伊万里市婚活応援推進協議会（企画政策課男女協働・婚活応援係内（　 ☎ 23 ｰ 2950）

婚活イベントを開催します

● 日　時　２月６日（金）午後７時〜８時30分
● 対　象　「出会いたい」「結婚したい」と考えている
　　　　　独身の女性

● 募集人数　女性15人（応募多数の場合は抽選）
● 応募期限　１月29日（木）

女性向け講座『新しい自分発見！魅力アップ講座』 男性向け講座『魅力倍増！自分磨き講座』

● 日　時　２月20日（金）午後６時30分〜８時30分
● 対　象　「出会いたい」「結婚したい」と考えている
　　　　　独身の男性

● 募集人数　男性15人（応募多数の場合は抽選）
● 応募期限　２月11日（水・祝）

◆共通事項
●年齢は問いません。●参加料は無料です。●集合場所などの詳しい内容は、後日、参加者のみに案内します。
●専用申し込みフォームから申し込んでください。→　　　　　　　　　●メールアドレスは、deai@city.imari.lg.jp です。

↑男性

インフォメーションi

↑�整備された屋外放送
設備の一部
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

（
川
内
野
地
区
）
②

　
こ
ん
に
ち
は
！
村
上
華
海
で
す
。

　
寒
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り
、
川
内
野
の

野
菜
が
よ
り
一
層
お
い
し
さ
を
増
す
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
川
内
野
産
野
菜
の

共
同
出
荷
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
共
同
出
荷
は
、
体
力
的
な
問
題
や
車
の
運
転

が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
個
人
で
出
荷
す

る
こ
と
が
難
し
い
地
域
の
皆
さ
ん
の
野
菜
を
、

代
理
で
ま
と
め
て
出
荷
す
る
取
り
組
み
で
、
前

任
の
相
木
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
毎

週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
『
川
内
野
マ
ー
ク
』
の

シ
ー
ル
を
貼
っ
た
野
菜
を
公
民
館
に
集
め
て
、

伊
万
里
の
直
売
所
へ
運
び
、
値
札
ラ
ベ
ル
を
つ

け
て
売
り
場
に
陳
列
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
、
野
菜
を
育
て
て
い
る
皆
さ
ん
と
話
を

し
て
い
る
と
「
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
野
菜
だ

か
ら
、
誰
か
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　『
川
内
野
の
小
さ
な
畑
で
育
っ
た
野
菜
を
直

売
所
で
お
客
様
の
手
に
取
っ
て
も
ら
う
』
そ

の
つ
な
が
り
を
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
に
、

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
売
所
に
到
着
す
る
と
、
値
札
ラ

ベ
ル
を
貼
る
前
か
ら
「
川
内
野
の
野
菜
、
待
っ

て
ま
し
た
！
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
『
川

内
野
フ
ァ
ン
』
の
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
愛
情
を
込
め
て
育

て
た
野
菜
が
、
し
っ
か
り
と
届
い
て
い
る
証

だ
と
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
川
内
野
の
お
い
し
い
野
菜
と

地
域
の
思
い
を
、
多
く
の
人
た
ち
に
届
け
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
！
も

し
直
売
所
で
川
内
野
マ
ー
ク
の
野
菜
を
見
つ

け
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
川
内
野
の
味
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
♪

↑�前田さんと山本さんの作品は全国
コンクールに推薦されました

　
11
月
15
日
『
第
10
回
伊
万
里
市
民

図
書
館
・
学
校
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
表
彰

式
が
市
民
図
書
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
図
書
館
の

資
料
を
使
っ
て
『
考
え
る
力
』
や
『
表

現
す
る
力
』
を
身
に
つ
け
、
体
験
や

創
作
な
ど
と
結
び
つ
い
た
実
践
的
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。今
回
は
、

市
内
の
小
学
生
か
ら
１
４
９
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
３

点
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▽
村む

ら
や
ま山 

晴は
る

之の

助す
け

さ
ん（
二
里
小
２
年
）

　�『
月
に
は
、
な
ぞ
の
あ
ん
ご
う
Ｘ

が
か
く
さ
れ
て
い
る
⁉︎
』

▽
前ま

え
だ田 

結ゆ

月づ
き

さ
ん
（
二
里
小
３
年
）

　『
ゴ
ミ
が
よ
み
が
え
る 

海
洋
プ

　
ラ
ゴ
ミ
と
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
』

▽
山や

ま
も
と本 

小こ

梅う
め

さ
ん
（
二
里
小
６
年
）

　�『
梅
し
ら
べ
』

調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式

　
11
月
19
日
、
南
波
多
郷
学
館

５
〜
９
年
生
の
児
童
・
生
徒
23

人
が
『
佐
賀
県
文
学
賞
』
に
入

賞
し
、
そ
の
報
告
の
た
め
、
松

本
定
教
育
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
郷
学
館
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
『
川
柳
』
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
川
柳
は
、
岩
永
孝
雄
さ
ん
、

岩
永
憲
一
良
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
て
い
て
、
毎
年
、
文
学
賞
の
川

柳
部
門
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
の
部
で
は
、
８
年
生
の

畑
元
璃
愛
さ
ん
が
最
高
賞
の
一
席

を
受
賞
し
た
ほ
か
、
二
・
三
席
も
獲

得
し
、
一
・
二
・
三
席
を
独
占
し
て
の

南

波

多

郷

学

館

『
佐
賀
県
文
学
賞
』
入
賞

↑�田中星七さん（前列左）・吉野美羽さん（前列左から４人目）・
福田晏梧さん（前列右から４人目）など入賞者と関係者

一
席　
手
の
中
に
優
し
さ
に
ぎ
り
ハ
イ
タ
ッ
チ 

畑は
た
も
と元　
璃り
い
な愛

８
年

６
年

田た
な
か中　
星せ

な七

二
席　
夕
焼
け
を
ふ
と
見
て
み
れ
ば
秋
の
色

インフォメーションi

受
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
小
学
生

の
部
で
は
、
６
年
生
の
田
中
星
七

さ
ん
が
、
二
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

三
席　
秋
か
夏
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
冬
が
来
る 

福ふ
く
だ田　
晏あ
ん
ご梧

８
年

９
年

吉よ
し
の野　
美み

う羽

二
席　
早
起
き
で
今
日
は
良
い
日
の
予
感
す
る

←川内野←川内野
　マーク　マーク

みかんの収穫みかんの収穫
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12
月
２
日
、
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
顧
問
の
犬
塚
玲
子
さ
ん

が
、
11
月
12
日
に
東
京
都
で
行
わ

れ
た
、
令
和
７
年
秋
の
褒
章
伝
達

式
で
、
緑
綬
褒
章
を
受
章
し
た
こ

と
を
報
告
す
る
た
め
、
深
浦
弘
信

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
犬
塚
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
同
協

会
に
入
会
し
て
以
来
、
地
域
住
民

の
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
、
郷
土
料

理
の
伝
承
・
普
及
に
努
め
て
き
た
こ

と
、
子
ど
も
や
男
性
、
高
齢
者
向

け
の
料
理
教
室
な
ど
を
長
年
に
わ

た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続
け
て
き

た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

市
食
生
活
改
善
推
進
員 

犬
塚
玲
子
さ
ん

令
和
７
年 

緑
綬
褒
章
受
章
報
告

インフォメーションi

　
11
月
17
日
、
伊
万
里
有
田
地
区

消
防
設
備
等
保
守
協
会
が
、
市
に

10
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環

境
作
り
を
支
援
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
教
育
と
文
化
の
振
興
奨
励

の
た
め
に
と
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
協
会
は
、
伊
万
里
有
田
地
区

内
の
消
防
用
設
備
な
ど
の
工
事
や

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

学
校
の
消
防
用
設
備
の
保
守
点
検

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
寄
付
は
、
令
和
３
年
か
ら
毎
年
続

け
て
い
て
、今
回
が
５
回
目
で
し
た
。

↑�伊万里有田地区消防設備等保守協会の川井真太郎会長
（中央）と徳永祐史副会長（左）

伊
万
里
有
田
地
区
消
防
設
備
等
保
守
協
会
が

教
育
振
興
奨
励
基
金
に
５
年
連
続
５
回
目
の
寄
付

↑�緑綬褒章の受賞を報告した犬塚さん（中央）

▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
11
月
１
日
〜
11
月
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼ 

10
万
円

　�

伊
万
里
有
田
地
区
消
防
設
備

等
保
守
協
会
（
立
花
町
）
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